

















































































（No 4 ）。これは、SC を同質性－異質性、関係
性の上下・水平性、心理的結びつき－役割等構





















































































　2005年 1 件、2007年 1 件、2009年 1 件、2010
年 3 件、2011年 1 件、2013年 1 件、2014年 5 件、





　 保 険 者・ 行 政 が2009年 1 件、2013年 1 件、
2014年 2 件、2017年 1 件と最も多く、ソーシャ
ルワーカーが2010年 2 件、保健師が2014年 1 件、





















（Aichi Gerontological Evaluation Study：愛知
老年学的評価研究、以下 AGES とする。1999
年に愛知県の 2 自治体から始まった AGES は
2010年からフィールドを全国の自治体に拡張し






























各県各地区での取り組み紹介（No 1 、No 6 ）、
ノルディック・ウォークの実施とその効果検証
















































































　●個人レベルの SC も地域レベルの SC も健
康アウトカムに対して保護的な効果をもつこと
が明らかになった（No 7 ）

































































　● SC を認知的 SC（人々の価値や認識）と
構造的 SC（客観的に検証できる人々のつなが
り）に区別して検討することの必要（No 7 ）
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日アクセス）
聖隷社会福祉研究
70
N
o
発
行
年
タ
イ
トル
著
者
雑
誌
・巻
・号
・頁
対
象
職
種
研
究
概
要
結
果
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
の
言
及
1
20
17
住
民
主
体
の
介
護
予
防
促
進
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
高
取
克
彦
畿
央
大
学
紀
要
14
-2
：1
-5
理
学
療
法
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
事
業
（H
27
）「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
創
出
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
ー
一
元
化
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
研
究
拠
点
の
形
成
」（
通
称
KA
G
U
YA
プ
ロ
ジ
ェク
ト）
と
し
て
奈
良
県
広
陵
町
と
連
携
し
、「
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」を
実
施
。養
成
講
座
内
容
。リ
ー
ダ
の
地
域
活
動
の
実
際
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
住
民
主
体
の
介
護
予
防
促
進
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
3要
素
を
全
て
含
む
・地
域
高
齢
者
の
健
康
増
進
、要
介
護
状
態
の
予
防
に
は
行
政
主
導
に
よ
る
中
央
集
権
型
の
健
康
教
室
や
介
護
予
防
教
室
で
は
な
く、
住
民
同
士
の
ネ
ッ
トワ
ー
ク
、互
酬
性
の
規
範
と
い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
要
素
の
醸
成
が
重
要
・心
理
・社
会
的
フ
レ
イ
ル
と
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
トの
低
さ
を
示
し
、V
al
to
rt
aは
孤
独
感
や
社
会
的
孤
立
を
抱
え
て
い
る
人
は
心
疾
患
や
脳
卒
中
発
生
率
が
高
い
と
報
告
2
20
17
福
祉
の
現
場
か
ら
 ソ
ー
シ
ャ
ル
・ キ
ャ
ピ
タ
ル
を
活
用
し
た
男
性
高
齢
者
向
け
の
介
護
予
防
教
具
・評
価
尺
度
の
開
発
小
林
和
成
地
域
ケ
ア
リ
ン
グ
19
-1
0：
72
-7
5
介
護
予
防
事
業
へ
の
男
性
の
参
加
率
が
低
い
。男
性
参
加
者
も
増
加
を
期
待
し
、
男
性
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
介
入
方
法
、教
具
を
開
発
し
た
。ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
地
域
文
化
、地
場
産
業
を
活
用
し
た
木
材
で
魚
を
形
ど
り
、
釣
り
を
す
る
と
い
っ
た
教
具
等
で
あ
る
。今
後
、地
域
共
生
意
識
の
評
価
の
視
点
と
な
る
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
て
評
価
項
目
に
な
る
要
素
の
抽
出
、カ
テ
ゴ
リ
概
念
の
草
案
を
作
成
し
て
い
る
・厚
生
労
働
省
は
、平
成
27
年
に
都
道
府
県
等
へ
向
け
て
「地
域
保
健
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
等
に
つ
い
て
」を
発
信
・地
域
住
民
自
身
の
意
見
や
考
え
か
ら
抽
出
し
た
地
域
文
化
や
地
場
産
業
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
具
体
的
な
要
素
に
着
目
し
た
研
究
も
会
議
録
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
・本
研
究
の
学
術
的
な
特
色
は
、地
域
に
在
住
す
る
男
性
高
齢
者
の
介
護
予
防
対
策
に
、
男
性
高
齢
者
が
捉
え
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
地
域
文
化
と
地
場
産
業
を
活
用
す
る
こ
と
3
20
17
住
民
参
加
型
健
康
地
域
つ
くり
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
に
関
す
る
研
究
 : 
ノ
ル
デ
ィッ
ク
・ウ
ォ
ー
ク
を
用
い
た
公
民
学
連
携
事
業
 (
子
ど
も
学
科
創
設
10
周
年
記
念
)
三
好
禎
之
名
古
屋
経
営
短
期
大
学
紀
要
58
：8
3-
10
3
介
護
福
祉
士
介
護
福
祉
士
が
、介
護
予
防
の
担
い
手
と
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
専
門
職
と
し
て
位
置
づ
け
、介
護
予
防
実
践
の
方
法
、そ
の
効
用
、地
域
づ
くり
の
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
。ノ
ル
デ
ィッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
の
効
果
検
証
ノ
ル
デ
ィッ
ク
・ウ
ォ
ー
ク
実
施
に
よ
り
、開
眼
片
足
立
ち
、体
幹
バ
ラ
ン
ス
が
向
上
。不
安
・ス
トレ
ス
が
軽
減
。男
性
は
信
頼
関
係
が
高
ま
る
と
ス
トレ
ス
が
軽
減
し
、機
会
参
加
が
高
ま
る
と
体
力
向
上
す
る
・集
団
で
要
介
護
と
な
る
危
険
因
子
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、個
々
人
の
健
康
に
資
す
る
。ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン
戦
略
の
効
用
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
築
が
期
待
で
き
る
。
・p
ut
na
m
に
よ
る
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
強
い
地
域
ほ
ど
、主
観
的
健
康
感
が
高
い
傾
向
4
20
17
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
醸
成
を
通
じ
た
介
護
予
防
活
動
華
山
舞
、神
出
計
未
来
共
生
学
4：
51
-6
1
（行
政
）保
健
師
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
の
研
究
の
概
観
、地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
に
関
し
て
研
究
成
果
を
ま
じ
え
て
解
説
。自
治
体
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
対
象
者
の
実
態
把
握
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
観
点
を
含
め
て
検
討
。対
象
は
大
阪
府
の
中
規
模
都
市
部
で
あ
る
K市
内
に
居
住
す
る
①
要
支
援
・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
、②
65
歳
以
上
、の
住
人
。質
問
項
目
：性
別
、年
齢
、基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト（
構
成
労
働
省
作
成
）、
同
居
者
有
無
、疾
病
有
無
と
種
類
、市
内
居
住
年
数
、社
会
参
加
活
動
有
無
73
.8
％
が
回
答
。フ
レ
イ
ル
状
態
は
全
体
の
4分
の
1。
男
女
と
も
「社
会
的
活
動
無
し
」「
就
労
無
し
」「
市
内
居
住
年
数
が
20
年
未
満
」が
フ
レ
イ
ル
で
あ
る
こ
と
と
独
立
し
た
関
連
性
を
示
し
た
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
活
用
を
通
じ
た
健
康
な
街
づ
くり
の
推
進
は
重
要
。し
か
し
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
把
握
は
測
定
方
法
、構
造
、下
位
概
念
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。結
合
型
、橋
渡
し
型
、個
人
レ
ベ
ル
、集
団
レ
ベ
ル
の
見
解
は
ほ
ぼ
確
立
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
介
入
が
効
果
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
醸
成
し
、健
康
増
進
の
作
用
機
序
、介
入
実
践
は
研
究
蓄
積
必
要
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
反
映
し
た
社
会
参
加
等
の
社
会
的
要
因
が
要
介
護
状
態
を
直
接
的
に
独
立
し
て
予
防
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、地
域
全
体
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン
戦
略
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
5
20
15
ソ
ー
シ
ャ
ル
･キ
ャ
ピ
タ
ル
に
も
と
づ
く介
護
予
防
活
動
に
関
す
る
一
考
察
 : 
韓
国
に
お
け
る
｢敬
老
堂
｣の
視
察
か
ら
（実
践
報
告
）
興
水
め
ぐ
み
、
吉
田
加
代
子
滋
賀
医
科
大
学
看
護
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
13
-1
：
58
-6
1
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
基
づ
く住
民
主
体
の
先
駆
的
な
介
護
予
防
活
動
と
し
て
、韓
国
に
古
くか
ら
根
付
い
て
い
る
敬
老
堂
を
視
察
調
査
対
象
に
位
置
付
け
、
日
本
の
介
護
予
防
の
検
討
事
項
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
・高
齢
者
自
ら
管
理
運
営
す
る
こ
と
は
、高
齢
者
に
と
っ
て
新
た
な
社
会
的
役
割
を
獲
得
す
る
機
会
と
な
っ
て
い
る
・男
性
割
合
が
高
い
。会
員
が
主
体
的
に
過
ご
し
方
を
決
定
で
き
る
こ
と
、週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
高
齢
者
が
決
め
て
い
る
、男
性
用
の
休
憩
室
が
確
保
さ
れ
て
い
る
等
、男
性
に
と
っ
て
地
域
の
中
の
居
場
所
と
し
て
機
能
し
や
す
い
・高
齢
者
が
新
た
な
社
会
的
役
割
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
も
と
づ
く介
護
予
防
を
重
視
す
る
日
本
に
お
い
て
、十
分
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
・生
活
エ
リ
ア
に
高
齢
者
が
自
ら
の
力
で
通
え
る
高
齢
者
の
集
い
の
場
を
設
け
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
主
体
的
な
介
護
予
防
活
動
を
引
き
出
す
き
っ
か
け
、お
よ
び
、健
康
レ
ベ
ル
の
維
持
に
貢
献
で
き
る
・高
齢
者
が
主
体
的
に
施
設
で
の
過
ご
し
方
を
決
定
で
き
る
施
設
は
、男
性
に
と
っ
て
地
域
の
中
の
居
場
所
と
し
て
機
能
し
や
す
い
。日
本
の
介
護
予
防
活
動
に
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
・敬
老
堂
の
活
動
の
展
開
と
維
持
は
、地
域
社
会
の
結
び
つ
き
へ
の
課
題
、高
齢
者
の
活
動
を
支
え
る
行
政
の
関
心
と
支
援
が
不
可
欠
6
20
14
事
例
集
 新
し
い
健
康
日
本
21
へ
の
ヒ
ン
ト(
14
)介
護
予
防
運
動
教
室
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
契
機
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
形
成
 : 
市
民
の
行
動
変
容
が
行
政
を
動
か
し
,ま
ち
づ
くり
に
つ
な
が
る
篠
田
邦
彦
、
木
場
静
子
、
石
川
玲
子
、
荒
川
利
江
子
、他
2名
保
健
師
ジ
ャ
ー
ナ
ル
70
-6
：5
15
-5
21
保
健
師
新
潟
市
西
区
、西
浦
区
で
の
取
り
組
み
紹
介
。西
区
：元
気
塾
、介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、西
区
れ
フ
ィッ
ト。
西
区
れ
フ
ィッ
トは
、東
日
本
大
震
災
の
際
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
、エ
コ
ノ
ミー
症
候
群
や
生
活
不
活
発
病
の
予
防
を
行
っ
た
。西
浦
区
：「
行
政
の
お
手
伝
い
」か
ら
「地
域
貢
献
の
た
め
の
自
主
活
動
を
め
ざ
す
」
へ
：ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
専
門
的
知
識
を
学
び
、運
動
普
及
推
進
委
員
の
み
な
ら
ず
受
講
生
も
、積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
材
へ
。
新
潟
市
西
区
、西
浦
区
で
の
取
り
組
み
紹
介
。西
区
：元
気
塾
、介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、西
区
れ
フ
ィッ
ト。
西
区
れ
フ
ィッ
トは
、東
日
本
大
震
災
の
際
に
被
災
者
を
受
け
入
れ
、エ
コ
ノ
ミー
症
候
群
や
生
活
不
活
発
病
の
予
防
を
行
っ
た
。西
浦
区
：「
行
政
の
お
手
伝
い
」か
ら
「地
域
貢
献
の
た
め
の
自
主
活
動
を
め
ざ
す
」へ
：ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
専
門
的
知
識
を
学
び
、運
動
普
及
推
進
委
員
の
み
な
ら
ず
受
講
生
も
、積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
人
材
へ
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、市
民
主
体
の
「私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
が
守
る
」と
い
う
意
識
の
醸
成
と
、運
動
普
及
推
進
委
員
、教
室
修
了
生
、行
政
職
員
と
の
信
頼
関
係
づ
くり
に
つ
な
が
り
、「
互
酬
性
」「
ネ
ッ
トワ
ー
ク
」の
基
盤
に
な
っ
た
7
20
14
介
護
予
防
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
 (
特
集
 介
護
予
防
の
最
新
トピ
ッ
ク
ス
)
藤
原
佳
典
介
護
福
祉
・健
康
づ
くり
１－
２：
81
‐8
4
内
容
：ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
定
義
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
の
関
係
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
健
康
に
お
よ
ぼ
す
影
響
の
エ
ビ
デ
ン
ス
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
を
目
指
し
た
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介
・ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョン
・ア
プ
ロ
ー
チ
を
遂
行
す
る
た
め
に
、社
会
的
格
差
を
解
消
し
て
い
くよ
う
な
政
策
が
望
ま
れ
る
。そ
の
中
で
介
入
可
能
な
要
因
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
・地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（信
頼
、社
会
規
範
、ネ
ッ
トワ
ー
ク
と
い
っ
た
社
会
関
係
資
本
等
）を
活
用
し
、住
民
に
よ
る
自
助
及
び
共
助
へ
の
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
（平
成
24
年
7月
31
日
厚
生
労
働
省
告
示
第
46
4号
）　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
認
知
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（人
々
の
価
値
や
認
識
）と
構
造
的
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（客
観
的
に
検
証
で
き
る
人
々
の
つ
な
が
り
）に
区
別
し
て
検
討
す
る
こ
と
の
必
要
性
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
健
康
へ
及
ぼ
す
作
業
機
序
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
H
Pプ
ロ
グ
ラ
ム
の
関
係
図
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係
性
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
遂
行
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
達
成
ア
ウ
トカ
ム
の
視
点
か
ら
詳
細
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
・個
人
レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
地
域
レ
ベ
ル
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
も
健
康
ア
ウ
トカ
ム
に
対
し
て
保
護
的
な
効
果
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
を
目
指
し
た
実
証
的
な
介
入
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
い
。そ
こ
で
筆
者
ら
は
高
齢
者
と
児
童
の
世
代
間
交
流
の
促
進
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「R
EP
RI
N
TS
」を
開
発
し
た
8
20
14
見
え
る
化
シ
ス
テ
ム
　J
AG
ES
 H
EA
RT
を
用
い
た
介
護
予
防
に
お
け
る
保
険
者
支
援
鈴
木
佳
代
、
近
藤
克
則
、
JA
G
ES
プ
ロ
ジ
ェク
ト
医
療
と
社
会
：2
4-
1：
75
-8
5
保
険
者
「何
が
当
該
自
治
体
の
課
題
な
の
か
」を
明
ら
か
に
す
る
と
と
み
に
、介
入
の
手
が
か
り
を
提
示
し
、介
入
効
果
を
測
定
・評
価
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
が
JA
G
ES
H
EA
RT
で
あ
る
が
、J
AG
ES
H
EA
RT
活
用
で
得
ら
れ
た
結
果
を
具
体
的
事
例
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。J
AG
ES
H
EA
RT
の
プ
ロ
セ
ス
は
、①
保
険
者
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
の
設
定
、②
保
険
者
内
に
お
け
る
重
点
対
象
地
域
の
設
定
、③
介
入
施
策
の
立
案
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、④
政
策
に
よ
る
効
果
の
評
価
JA
G
ES
H
EA
RT
の
意
義
は
、客
観
的
で
比
較
可
能
な
数
値
に
よ
る
「見
え
る
化
」を
通
じ
、保
険
者
職
員
が
地
域
診
断
を
行
い
課
題
に
取
り
組
み
過
程
を
、
評
価
ま
で
含
め
て
総
合
的
に
支
援
で
き
る
こ
と
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
通
じ
た
ま
ち
づ
くり
に
よ
る
間
接
効
果
が
期
待
。サ
ロ
ン
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、ス
ポ
ー
ツ
の
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィア
の
会
な
ど
別
の
会
や
集
ま
り
に
参
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
。・
町
内
各
地
に
多
くの
サ
ロ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
で
、サ
ロ
ン
事
業
の
カ
バ
レ
ッ
ジ
が
あ
が
り
、介
護
予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
。・
持
続
可
能
な
資
源
と
人
材
活
用
の
点
か
ら
、ボ
ラ
ン
テ
ィア
へ
の
負
担
が
大
き
くな
り
す
ぎ
な
い
よ
う
「出
前
ボ
ラ
ン
テ
ィア
」が
活
用
さ
れ
て
い
る
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N
o
発
行
年
タ
イ
ト
ル
著
者
雑
誌
・
巻
・号
・頁
対
象
職
種
研
究
概
要
結
果
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
の
言
及
9
2
0
1
4
健
康
格
差
と
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
の
「見
え
る
化
」:
―
J
A
G
E
S
 2
0
1
0
-
1
1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
近
藤
克
則
、
J
A
G
E
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
医
療
と
社
会
：2
4
-
1
：5
-
2
0
保
険
者
「
健
康
日
本
2
1
（第
２
次
）
」で
、
「健
康
格
差
の
縮
小
」と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
地
域
の
つ
な
が
り
）な
ど
「
社
会
環
境
の
質
の
向
上
」
が
明
示
さ
え
ｒ、
介
護
予
防
で
も
地
域
診
断
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
の
重
視
が
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「見
え
る
化
」
の
可
能
性
を
考
察
す
る
①
理
論
研
究
→
６
つ
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
選
択
基
準
、
②
開
発
研
究
、
③
実
証
研
究
→
リ
ス
ク
要
因
、
健
康
保
護
要
因
、
他
地
域
間
比
較
、
社
会
環
境
要
因
、
を
行
っ
た
。
考
察
で
は
、
介
護
保
険
者
と
研
究
者
と
の
協
働
研
究
の
仕
組
み
づ
く
り
の
意
義
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開
発
の
意
義
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
の
妥
当
性
の
検
証
、
今
後
の
課
題
を
整
理
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊
か
な
地
域
ほ
ど
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
の
健
康
状
態
が
良
い
こ
と
を
示
す
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
日
本
な
ど
ア
ジ
ア
で
の
知
見
、
介
護
予
防
、
高
齢
者
に
お
け
る
研
究
は
多
く
な
い
。
施
策
に
の
せ
る
に
は
根
拠
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
の
課
題
設
定
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
涵
養
を
意
図
し
た
介
入
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
介
入
効
果
の
方
か
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
シ
ス
テ
ム
が
必
要
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ
る
介
護
予
防
の
可
能
性
を
検
討
す
る
に
は
、
①
個
人
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
地
域
レ
ベ
ル
で
見
て
も
社
会
参
加
率
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
高
い
水
準
の
地
域
ほ
ど
要
介
護
リ
ス
ク
者
割
合
が
低
く
要
介
護
認
定
率
も
低
い
こ
と
を
観
察
研
究
で
増
や
す
、
②
意
図
的
介
入
で
社
会
参
加
を
増
や
せ
る
、
③
そ
れ
に
伴
っ
て
リ
ス
ク
要
因
を
持
つ
者
が
減
少
し
、
健
康
保
護
要
因
や
健
康
指
標
の
改
善
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
検
証
1
0
2
0
1
3
要
支
援
・介
護
認
定
率
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
と
し
て
の
地
域
組
織
へ
の
参
加
割
合
の
関
連
:
J
A
G
E
S
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
介
護
保
険
者
単
位
の
分
析
伊
藤
大
介
、
近
藤
克
則
社
会
福
祉
学
保
険
者
介
護
保
険
者
単
位
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
参
加
割
合
と
要
支
援
・介
護
認
定
率
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
参
加
割
合
（趣
味
関
係
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
町
内
会
・
自
治
会
）と
認
定
率
と
阿
関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
部
を
除
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
標
が
豊
か
（
参
加
割
合
が
高
い
）
ほ
ど
認
定
率
は
低
い
と
い
う
関
連
で
あ
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
高
齢
者
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
健
康
と
関
連
が
あ
る
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
社
会
的
な
つ
な
が
り
や
信
頼
・
規
範
な
ど
人
々
を
結
果
的
に
協
調
行
動
へ
と
導
く
社
会
組
織
の
特
徴
で
あ
る
1
1
2
0
1
1
高
齢
化
時
代
の
介
護
予
防
研
究
と
教
育
の
展
望
に
つ
い
て
吉
中
康
子
京
都
学
園
大
学
経
済
学
部
論
集
2
0
‐2
： 
6
9
-
9
6
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
疫
学
的
・
生
理
学
的
研
究
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
身
体
活
動
の
有
効
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら
継
続
的
に
関
わ
る
機
会
の
提
供
は
組
織
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。
本
学
で
は
亀
岡
市
（京
都
府
）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
「亀
岡
熟
年
健
康
大
学
」、
運
動
習
慣
を
持
つ
人
を
対
象
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
養
成
型
研
究
な
ど
を
行
い
、
W
H
O
よ
り
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
認
定
を
受
け
た
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、
介
護
予
防
に
貢
献
す
る
体
操
を
ど
の
よ
う
に
習
慣
化
さ
せ
、
普
及
し
て
い
く
か
、
実
践
研
究
の
方
向
性
を
探
っ
た
。
亀
岡
市
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
認
証
の
た
め
の
６
つ
の
課
題
。
１
よ
り
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
分
野
や
領
域
の
垣
根
を
越
え
て
協
働
で
取
り
組
む
そ
し
き
が
あ
る
。
２
全
て
の
性
別
・
年
齢
・
環
境
・状
況
を
対
象
に
、
長
期
に
わ
た
る
継
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
３
危
険
度
の
高
い
集
団
年
齢
層
や
地
域
な
ど
と
環
境
に
焦
点
を
あ
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
弱
者
と
さ
れ
る
人
た
ち
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
４
傷
害
の
頻
度
と
原
因
を
記
録
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
５
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
取
り
組
み
の
プ
ロ
セ
ス
、
取
り
組
み
の
結
果
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
評
価
基
準
が
あ
る
。
６
国
内
・国
際
的
な
「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
継
続
的
に
参
加
す
る
地
域
に
見
守
り
機
能
と
生
き
が
い
機
能
を
持
っ
た
活
動
の
定
着
が
必
要
。
加
齢
や
疾
病
な
ど
の
た
め
に
心
身
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
を
変
更
す
る
必
要
も
生
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
シ
フ
ト
を
円
滑
に
進
め
る
に
は
、
市
民
へ
の
広
報
を
通
じ
て
、
住
民
同
士
の
見
守
り
や
、
家
族
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
各
事
業
の
間
で
十
分
な
連
携
・
交
流
の
体
制
を
確
保
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
連
携
・交
流
を
各
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
自
発
的
に
行
う
こ
と
は
現
実
的
に
は
考
え
が
た
い
。
そ
こ
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
で
あ
る
1
2
2
0
1
0
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
の
類
型
に
着
目
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
-
-
結
合
型
S
C
と
橋
渡
し
型
S
C
を
つ
な
ぐ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
川
島
典
子
同
志
社
社
会
福
祉
学
2
4
：
 5
8
-
6
9
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
先
行
文
献
研
究
よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
整
理
を
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
は
結
合
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
橋
渡
し
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
双
方
の
要
素
を
併
せ
持
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
駆
使
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
事
例
研
究
を
行
っ
た
S
県
M
市
H
町
に
あ
る
N
P
O
法
人
「K
の
家
」で
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
や
地
域
自
治
体
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
開
放
し
て
い
る
。
結
合
型
S
C
と
橋
渡
し
型
S
C
を
つ
な
い
で
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
今
後
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
を
提
示
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
整
理
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
類
型
に
よ
る
概
念
整
理
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
類
型
を
整
理
し
た
最
新
の
概
念
整
理
、
地
域
福
祉
学
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
先
行
研
究
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
先
行
研
究
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
先
行
研
究
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
類
型
に
着
目
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
1
3
2
0
1
0
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
介
護
予
防
 (
特
集
生
活
機
能
と
介
護
予
防
の
運
動
)
木
村
美
也
子
体
育
の
科
学
6
0
-
1
0
：
6
8
7
-
6
9
1
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
重
要
性
、
介
護
予
防
へ
の
効
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
の
機
能
、
実
践
の
現
場
で
の
課
題
に
つ
い
て
・P
u
tn
am
が
ア
メ
リ
カ
の
P
T
A
や
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
選
挙
の
投
票
率
、
教
会
活
動
な
ど
の
著
し
い
減
少
に
象
徴
さ
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
喪
失
を
嘆
き
、
個
人
主
義
へ
の
偏
り
に
警
告
を
発
し
た
の
が
き
っ
か
け
・わ
ず
か
1
0
年
足
ら
ず
の
間
に
3
万
近
い
研
究
が
生
ま
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
主
観
的
健
康
感
、
死
亡
率
と
犯
罪
率
、
精
神
病
の
有
病
率
、
心
臓
病
の
発
生
率
、
性
感
染
症
の
罹
患
率
、
結
核
の
罹
患
率
と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。
・わ
が
国
が
豊
か
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
も
ち
、
長
寿
を
維
持
す
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
決
し
て
枯
渇
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
の
関
係
は
、
こ
れ
ま
で
実
証
研
究
と
し
て
ほ
と
ん
ど
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
よ
り
現
実
的
な
施
策
へ
の
示
唆
を
得
る
た
め
ん
、
今
後
の
調
査
研
究
が
望
ま
れ
る
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
く
か
、
日
本
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
の
成
功
例
（
結
核
対
策
）
か
ら
紹
介
1
4
2
0
1
0
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
川
島
典
子
筑
紫
女
子
学
園
大
学
・筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
要
5
：2
2
9
-
2
4
1
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
筆
者
は
2
0
0
1
年
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
独
自
性
に
関
す
る
研
究
を
し
、
改
正
介
護
保
険
制
度
下
に
お
け
る
一
般
高
齢
者
へ
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
限
り
あ
る
専
門
職
だ
け
で
行
う
の
は
困
難
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
が
ヒ
ス
と
考
え
た
と
き
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
こ
そ
が
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
な
役
割
の
１
つ
と
仮
説
を
立
て
た
。
し
か
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
そ
こ
で
、
先
行
文
献
研
究
に
よ
り
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
概
念
整
理
を
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
述
べ
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
際
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
ど
う
と
ら
え
る
か
を
論
じ
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
関
係
を
論
考
す
る
・何
ら
か
の
介
入
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
豊
か
に
な
る
と
言
え
る
と
す
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊
か
で
あ
れ
ば
、
健
康
な
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
は
近
藤
、
カ
ワ
チ
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
立
証
済
み
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
豊
か
に
す
る
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
結
果
的
に
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
は
ず
。
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
構
成
要
素
を
組
織
化
（
シ
ス
テ
ム
化
）
し
て
い
く
こ
と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
な
役
割
・地
域
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
豊
か
に
し
構
成
要
素
と
な
る
人
的
資
源
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
な
役
割
1
5
2
0
0
9
高
齢
者
の
健
康
政
策
に
関
す
る
研
究
の
系
譜
と
課
題
平
岩
和
美
広
島
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
9
：
5
9
-
7
2
行
政
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
日
本
の
医
療
政
策
は
予
防
の
強
化
に
重
点
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
で
は
介
護
予
防
事
業
に
焦
点
を
あ
て
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
に
か
か
わ
る
医
療
制
度
的
要
因
、
社
会
的
要
因
、
個
人
的
要
因
に
つ
い
て
考
察
。
健
康
政
策
は
、
こ
れ
ま
で
公
衆
衛
生
と
し
て
扱
わ
れ
た
予
防
、
医
療
政
策
と
し
て
扱
わ
れ
た
医
療
提
供
体
制
、
体
力
政
策
と
し
て
行
わ
れ
た
体
力
強
化
を
融
合
し
、
予
防
、
医
療
提
供
、
健
康
増
進
を
図
る
も
の
・社
会
的
要
因
は
環
境
要
因
で
も
あ
り
、
社
会
が
自
然
に
及
ぼ
す
影
響
と
、
そ
れ
に
付
随
し
て
生
じ
る
健
康
問
題
、
労
働
環
境
、
地
域
環
境
が
あ
る
。
地
域
環
境
に
は
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
、
信
頼
、
規
範
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
呼
ば
れ
る
・個
人
を
取
り
巻
く
環
境
の
要
素
と
し
て
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
上
げ
ら
れ
る
。
一
般
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は
社
会
的
結
束
性
、
社
会
関
係
資
本
と
呼
ば
れ
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
に
関
す
る
研
究
の
紹
介
。
寿
命
の
地
域
差
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
健
康
維
持
の
分
野
で
は
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
差
は
健
康
政
策
の
効
果
と
何
ら
か
の
関
係
が
予
想
・地
域
環
境
と
し
て
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
健
康
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
仮
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
特
徴
と
個
人
の
健
康
行
動
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
補
完
に
よ
り
、
行
政
が
個
人
の
健
康
行
動
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
促
進
で
き
る
1
6
2
0
0
9
高
齢
者
の
介
護
予
防
に
果
た
す
道
の
駅
の
役
割
と
効
果
-
-
農
村
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
活
動
の
新
た
な
取
り
組
み
の
あ
り
方
小
坂
田
稔
美
作
大
学
・美
作
大
学
短
期
大
学
部
紀
要
5
4
：
5
-
1
7
住
民
、
道
の
駅
農
作
物
の
青
果
物
を
出
荷
・出
品
し
て
い
く
道
の
駅
活
動
が
、
生
き
が
い
や
外
出
の
機
会
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
特
に
高
齢
者
の
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
介
護
予
防
に
果
た
す
こ
う
し
た
道
の
活
動
に
注
目
し
、
道
の
駅
活
動
が
果
た
す
役
割
と
効
果
、
介
護
予
防
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。
道
の
駅
活
動
は
、
主
な
出
荷
者
・
出
品
者
で
あ
る
高
齢
者
に
と
っ
て
「
生
き
が
い
・
や
り
が
い
」
「心
身
の
健
康
」「
外
出
」「
経
済
的
自
立
」
な
ど
、
「
高
齢
者
の
心
身
の
状
態
像
の
変
化
、
つ
ま
り
要
支
援
・要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
の
予
防
や
、
要
介
護
状
態
の
維
持
・改
善
を
図
る
の
み
で
は
な
く
、
い
か
な
る
状
態
に
あ
っ
て
も
高
齢
者
が
、
自
分
ら
し
い
生
活
や
自
己
実
現
を
実
感
で
き
る
こ
と
に
、
そ
の
本
質
が
あ
る
」
と
す
る
介
護
予
防
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の
認
識
を
基
に
、
道
の
駅
活
動
を
重
要
な
介
護
予
防
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
推
進
を
組
織
的
に
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
・道
の
駅
活
動
は
、
単
な
る
出
品
・
出
荷
活
動
か
ら
「個
人
間
の
つ
な
が
り
、
す
な
わ
ち
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
お
よ
ぎ
そ
こ
か
ら
生
じ
る
互
酬
性
と
信
頼
性
の
規
範
で
あ
る
」ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社
会
関
係
資
本
）
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
始
め
て
い
る
・ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
の
道
の
駅
の
意
味
と
役
割
を
十
分
に
認
識
し
、
活
動
の
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
1
7
2
0
0
7
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
紹
介
地
域
統
合
栄
養
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
-
-
「
食
」を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
支
援
体
制
の
構
築
久
保
田
賢
、
河
合
洋
見
、
川
上
華
子
、
細
川
公
子
、
他
9
名
黒
潮
圏
科
学
1
：7
2
-
8
7
医
師
、
管
理
栄
養
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
々
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高
知
）で
は
、
地
域
統
合
栄
養
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
、
介
護
予
防
、
在
宅
訪
問
栄
養
食
事
指
導
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
配
色
な
ど
の
地
域
で
の
栄
養
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
的
実
施
、
栄
養
管
理
サ
マ
リ
ー
の
構
築
を
実
施
。
住
民
の
総
合
的
な
健
康
増
進
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
に
、
地
域
の
様
々
な
組
織
や
家
庭
の
構
成
員
へ
同
じ
目
的
へ
向
か
っ
て
協
調
的
な
行
動
を
取
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
「ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」の
概
念
が
1
9
9
0
年
代
に
広
ま
っ
て
き
た
。
個
の
活
動
こ
そ
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
そ
の
も
の
で
あ
る
。
[略
]2
0
0
7
年
3
月
に
公
表
さ
れ
た
「健
康
日
本
2
1
」
関
連
す
る
報
告
書
で
も
、
公
衆
衛
生
分
野
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
概
念
の
導
入
が
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、
栄
養
・食
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
1
8
2
0
0
5
日
本
の
高
齢
者
-
-
介
護
予
防
に
向
け
た
社
会
疫
学
的
大
規
模
調
査
(1
1
)
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
健
康
市
田
行
信
、
吉
川
郷
主
、
松
田
亮
三
、
近
藤
克
則
、
他
6
名
あ
が
性
能
可
る
い
て
し
ぼ
及
を
響
影
い
し
ま
好
に
康
健
が
ル
タ
ピ
ャ
キ
ル
ャ
シ
ー
ソ
9
1
9
-
4
1
9：
1
1
-
9
6
生
衛
衆
公
る
こ
と
を
示
す
こ
と
地
域
レ
ベ
ル
で
見
る
と
、
「ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
豊
か
な
地
域
ほ
ど
心
理
的
健
康
が
良
好
な
人
が
多
い
」と
い
う
有
意
な
正
の
相
関
が
み
ら
れ
た
。
一
方
、
個
人
レ
ベ
ル
で
も
「豊
か
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
意
味
す
る
”
人
の
役
に
立
と
う
と
す
る
”
と
考
え
、
参
加
組
織
数
が
多
い
個
人
ほ
ど
、
心
理
的
健
康
が
よ
い
」と
い
う
関
係
も
確
認
さ
れ
た
。
「
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分
析
」
を
用
い
た
市
田
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
個
人
レ
ベ
ル
の
要
因
を
考
慮
し
て
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
い
う
地
域
レ
ベ
ル
の
要
因
が
、
健
康
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
示
せ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
個
人
レ
ベ
ル
の
変
数
と
み
な
す
か
地
域
レ
ベ
ル
の
変
数
と
み
な
す
か
は
論
者
に
よ
り
違
い
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
後
者
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
と
い
う
考
え
を
強
調
。
地
域
住
民
の
健
康
を
考
え
る
際
に
、
個
人
の
要
因
だ
け
で
な
く
地
域
や
社
会
の
要
因
に
も
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
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